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金
関
丈
夫
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
」
論
│
│
日
本
統
治
期
台
湾
に
お
け
る
探
偵
小
説
と
台
湾
民
俗
保
存
活
動
│
│
辻
明
寿
１
．
は
じ
め
に
第
二
次
世
界
大
戦
の
最
中
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
戦
い
が
激
化
す
る
一
九
四
三
年
、
台
湾
に
お
い
て
「
曹
老
人
の
話
」
と
い
う
探
偵
小
バ
ン
カ
説
の
連
載
が
始
ま
っ
た
。
台
湾
本
島
人
の
街
・
艋
䴏
の
中
心
に
建
つ
龍
山
寺
を
舞
台
に
素
人
探
偵
・
曹
老
人
が
活
躍
す
る
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
シ
リ
ー
ズ
」
は
終
戦
後
も
発
表
さ
れ
続
け
ら
れ
、
台
湾
で
一
九
四
七
年
ま
で
に
単
行
本
三
冊
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
。「
龍
山
寺
の
曹
老
人
シ
リ
ー
ズ
」
著
者
の
林
熊
生
と
は
金
関
丈
夫
の
筆
名
で
あ
る
。
金
関
丈
夫
（
一
八
九
七
〜
一
九
八
三
）
は
香
川
県
に
生
ま
れ
、
閑
谷
黌
岡
山
分
黌
、
県
立
松
江
中
学
校
で
学
び
、
在
学
中
よ
り
雑
誌
『
白
樺
』『
文
章
世
界
』
を
購
読
し
て
い
た
。
一
九
一
三
年
に
は
福
田
豊
ら
と
共
に
同
人
雑
誌
『
野
人
』
を
制
作
す
る
等
、
文
学
活
動
を
は
じ
め
て
お
り
、
学
校
で
は
「
軟
文
学
の
不
良
少
年
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
両
親
が
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
信
徒
で
あ
っ
た
た
め
幼
児
洗
礼
を
受
け
、
岡
山
組
合
教
会
の
少
年
隊
に
入
り
、
聖
公
会
松
江
基
督
教
会
で
は
按
手
礼
を
受
け
て
い
る
。
第
三
高
等
学
校
入
学
後
は
ト
ル
ス
ト
イ
に
傾
倒
し
、
一
九
一
九
年
の
朝
鮮
三
一
事
件
に
際
し
て
、
朝
鮮
出
身
の
同
舎
生
の
憤
慨
に
共
感
を
覚
え
た
と
い
う
。
一
九
二
三
年
、
京
都
帝
国
大
学
医
学
部
卒
業
後
、
同
大
学
解
剖
教
室
助
手
と
な
り
、
清
野
賢
次
に
師
事
し
人
類
学
を
研
究
、
同
大
学
助
教
授
に
就
任
金
関
丈
夫
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
」
論
二
七
す
る
。
一
九
三
〇
年
、「
琉
球
人
の
人
類
学
的
研
究
」
で
京
都
大
学
医
学
博
士
を
取
得
、
一
九
三
三
年
に
は
東
亜
考
古
学
会
の
調
査
の
た
め
、
満
州
及
び
朝
鮮
各
地
を
廻
り
、
一
九
三
六
年
に
台
北
医
学
専
門
学
校
助
教
授
と
し
て
台
湾
に
赴
任
し
た
。
一
九
三
七
年
に
台
北
帝
国
大
学
医
学
部
解
剖
学
教
室
第
二
講
座
教
授
と
な
り
、
一
九
四
一
年
に
池
田
敏
雄
、
国
分
直
一
、
立
石
鉄
臣
等
と
共
に
『
民
俗
台
湾
』
を
創
刊
、
台
湾
の
民
俗
研
究
を
行
っ
て
い
る
。「
龍
山
寺
の
曹
老
人
シ
リ
ー
ズ
」
の
他
、
本
格
的
探
偵
小
説
『
船
中
の
殺
人
』
や
随
筆
集
を
発
表
す
る
な
ど
、
精
力
的
に
文
学
活
動
も
行
っ
て
い
た
。
戦
後
は
国
立
台
湾
大
学
教
授
と
し
て
留
用
さ
れ
、
台
南
で
二
・
二
八
事
件
の
渦
中
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
。
一
九
四
九
年
に
帰
国
し
九
州
大
学
や
鳥
取
大
学
、
帝
塚
山
大
学
等
の
教
授
を
歴
任
し
た
⑴
。
金
関
丈
夫
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
シ
リ
ー
ズ
」
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
主
に
曹
老
人
の
人
物
造
形
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
曹
老
人
の
言
説
と
金
関
丈
夫
の
「
人
種
意
識
」
及
び
「
大
日
本
帝
国
に
ま
つ
わ
る
言
説
」
と
の
関
わ
り
等
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
先
行
研
究
で
は
ま
だ
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
龍
山
寺
と
い
う
「
場
所
」
と
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
シ
リ
ー
ズ
」
に
描
か
れ
る
宗
教
儀
礼
を
考
察
し
、
金
関
丈
夫
が
民
俗
研
究
で
は
な
く
、
小
説
と
い
う
「
文
芸
」
を
通
じ
て
、
何
を
描
こ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。
２
．『
龍
山
寺
の
曹
老
人
』
書
誌
情
報
お
よ
び
先
行
研
究
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
」
シ
リ
ー
ズ
の
単
行
本
は
全
三
冊
で
、
い
ず
れ
も
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
台
湾
で
発
行
さ
れ
た
。
第
一
輯
に
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
の
初
出
は
『
台
湾
公
論
』
で
あ
る
と
判
明
し
て
い
る
が
、
他
の
作
品
の
初
出
は
未
だ
判
明
し
て
い
な
い
。
①
林
熊
生
『
探
偵
小
説
集
龍
山
寺
の
曹
老
人
・
入
船
荘
事
件
』（
民
国
三
四
〈
一
九
四
五
〉
年
一
一
月
台
北
・
東
寧
書
局
）
•
「
許
夫
人
の
金
環
」（
初
出：
昭
和
一
八
年
八
月
一
日
『
台
湾
公
論
』
八
月
号
「
曹
老
人
の
話
第
一
話
信
心
深
い
泥
棒
の
こ
と
」、
単
行
化
に
あ
金
関
丈
夫
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
」
論
二
八
た
っ
て
改
題
）
•
「
光
と
闇
」（
初
出：
昭
和
一
八
年
一
〇
月
一
日
『
台
湾
公
論
』
一
〇
月
号
「
曹
老
人
の
話
第
二
話
光
と
聞
」）
•
「
入
船
荘
事
件
」（
初
出：
昭
和
一
八
年
一
二
月
一
日
『
台
湾
公
論
』
一
二
月
号
「
慰
問
読
物
曹
老
人
の
話
第
三
話
入
船
荘
事
件
」）
②
林
熊
生
『
探
偵
小
説
集
龍
山
寺
の
曹
老
人
・
幽
霊
屋
敷
』（
民
国
三
四
〈
一
九
四
五
〉
年
一
二
月
台
北
・
東
寧
書
局
）
•
「
幽
霊
屋
敷
」
初
出
不
明
。
•
「
百
貨
店
の
曹
老
人
」
初
出
不
明
。
③
第
三
輯
の
単
行
本
（
民
国
三
六
年
〈
一
九
四
七
〉
一
月
台
北
・
大
同
書
局
）
•
「
謎
の
男
」
初
出
不
明
。
•
「
観
音
利
生
記
」
初
出
不
明
。
第
三
輯
は
未
発
見
だ
が
、
作
品
は
法
政
大
学
出
版
局
か
ら
出
版
さ
れ
た
金
関
丈
夫
の
『
南
の
風
│
│
創
作
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
⑵
。
中
島
利
郎
は
龍
山
寺
の
堂
の
片
隅
の
椅
子
に
腰
を
か
け
、
煙
筒
で
煙
草
を
の
み
な
が
ら
、
参
詣
人
を
ぼ
ん
や
り
と
眺
め
て
い
る
曹
老
人
が
、
龍
山
寺
の
堂
の
片
隅
の
椅
子
に
腰
か
け
た
ま
ま
で
、
そ
の
観
察
力
と
推
理
を
も
っ
て
数
々
の
難
事
件
を
解
決
し
て
い
く
と
い
う
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
」
シ
リ
ー
ズ
を
金
関
丈
夫
が
「
曹
老
人
」
と
い
う
「
台
湾
版
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
を
意
図
的
に
確
立
し
よ
う
と
し
た
作
品
」⑶
と
指
摘
し
て
い
る
。
観
察
眼
の
鋭
い
曹
老
人
は
確
か
に
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
的
で
あ
り
、
堂
守
の
范
さ
ん
は
ワ
ト
ソ
ン
、
陳
警
官
は
レ
ス
ト
レ
ー
ド
警
部
に
対
応
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
金
関
丈
夫
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
」
論
二
九
ま
た
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
」
シ
リ
ー
ズ
の
登
場
人
物
の
ほ
と
ん
ど
が
台
湾
人
で
あ
り
、
作
者
が
林
熊
生
と
い
う
台
湾
人
と
ま
が
う
筆
名
を
用
い
た
の
も
、
台
湾
人
読
者
を
意
識
し
た
た
め
で
あ
り
、
金
関
丈
夫
は
台
湾
の
読
者
、
そ
れ
は
産
業
戦
士
を
も
含
む
読
者
に
健
全
な
娯
楽
を
提
供
し
よ
う
と
考
え
、
台
湾
人
に
身
近
な
設
定
に
し
て
、
台
湾
人
読
者
に
も
探
偵
小
説
の
面
白
さ
を
知
ら
せ
、
そ
れ
を
時
局
に
対
す
る
『
慰
安
』
と
し
た
作
品
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
⑷
。
太
平
洋
戦
争
の
最
中
で
あ
る
一
九
四
三
年
に
発
表
さ
れ
た
第
一
輯
収
録
の
作
品
は
、
産
業
戦
士
や
疲
弊
し
た
労
働
者
に
一
時
的
に
で
も
作
品
世
界
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
い
た
わ
る
意
図
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
的
確
な
指
摘
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
九
四
七
年
と
い
う
終
戦
後
か
な
り
時
間
が
経
っ
て
か
ら
出
版
さ
れ
た
第
三
輯
は
産
業
戦
士
や
労
働
者
へ
の
「
慰
安
」
と
い
う
解
釈
だ
け
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
要
素
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
浦
谷
一
弘
は
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
シ
リ
ー
ズ
」
の
曹
老
人
が
「『
個
人
主
義
的
で
〈
道
徳
〉
と
は
多
少
の
距
離
を
置
い
て
い
た
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
や
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ン
、
明
智
小
五
郎
と
は
違
い
、〈
道
徳
〉
的
な
探
偵
で
あ
り
、
観
音
様
を
表
に
出
し
な
が
ら
、（
曹
老
人
は
）
は
っ
き
り
大
日
本
帝
国
／
台
湾
総
督
府
の
手
先
と
し
て
の
説
教
を
〈
許
夫
人
〉
に
対
し
て
行
い
、
帝
国
主
義
と
密
接
な
、
極
め
て
直
接
的
な
説
教
』
を
す
る
」⑸
こ
と
か
ら
、
金
関
丈
夫
が
「
探
偵
小
説
の
秩
序
回
復
の
物
語
と
し
て
の
側
面
と
、
探
偵
小
説
の
言
語
遊
戯
と
し
て
の
側
面
を
巧
み
に
利
用
し
、
ま
さ
に
〈
教
育
〉
す
る
探
偵
小
説
を
書
い
た
」⑹
と
指
摘
す
る
。
確
か
に
第
一
輯
に
収
録
さ
れ
た
作
品
に
お
い
て
は
帝
国
主
義
に
即
し
た
説
教
を
す
る
曹
老
人
で
あ
る
が
、
浦
谷
一
弘
も
「
当
初
、
帝
国
主
義
の
文
脈
で
〈
教
育
〉
し
て
い
た
曹
老
人
が
い
つ
の
ま
に
か
、〈
台
湾
〉
の
〈
漢
民
族
〉
の
文
脈
で
〈
教
育
〉
す
る
よ
う
に
変
わ
っ
た
」⑺
と
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
観
音
利
生
記
」
は
帝
国
主
義
と
は
異
な
る
角
度
か
ら
の
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
横
路
啓
子
は
「
曹
老
人
が
明
ら
か
に
帝
国
よ
り
の
正
義
を
振
り
か
ざ
す
作
品
の
い
ず
れ
も
が
、
第
一
輯
に
収
録
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
初
出
が
雑
誌
『
台
湾
公
論
』」⑻
で
あ
る
こ
と
に
着
目
す
る
。『
台
湾
公
論
』
は
「『
台
湾
が
帝
国
南
方
の
生
命
線
た
る
重
要
性
を
認
識
し
文
化
並
に
産
業
経
済
の
進
展
と
国
防
思
想
の
普
及
徹
底
を
期
』
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
、
ま
さ
に
時
局
に
合
っ
た
雑
金
関
丈
夫
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
」
論
三
〇
誌
」⑼
で
あ
っ
た
た
め
、
曹
老
人
が
日
本
帝
国
の
言
説
に
寄
り
添
っ
た
説
教
を
す
る
の
は
、「
教
育
」
的
な
意
味
合
い
で
あ
る
と
い
う
よ
り
、
作
者
で
あ
る
金
関
丈
夫
が
発
表
媒
体
で
あ
る
『
台
湾
公
論
』
の
テ
イ
ス
ト
を
意
識
し
、
帝
国
の
言
説
を
さ
し
は
さ
ん
だ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
⑽
。
ま
た
横
路
は
金
関
丈
夫
に
は
「
帝
国
に
対
す
る
批
判
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
」⑾
く
、「
た
だ
単
に
戦
争
に
対
し
て
協
力
的
／
非
協
力
的
と
い
っ
た
、
直
線
的
な
も
の
で
は
な
い
。
時
局
を
利
用
し
つ
つ
、
自
ら
の
知
的
欲
望
を
満
た
し
て
い
こ
う
と
す
る
、
し
た
た
か
で
あ
り
な
が
ら
も
、
ど
こ
か
天
真
爛
漫
な
態
度
が
見
い
出
せ
る
」⑿
。
と
考
察
し
て
い
る
。
横
路
啓
子
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
金
関
丈
夫
は
時
局
と
は
距
離
を
置
い
た
立
場
で
、
好
奇
心
の
向
く
ま
ま
研
究
を
続
け
て
い
た
と
い
え
る
が
、
雑
誌
『
民
俗
台
湾
』
で
の
「
文
芸
」
に
関
す
る
言
説
を
鑑
み
る
と
、
単
に
知
的
欲
望
を
満
た
す
た
め
だ
け
だ
っ
た
と
言
い
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。河
尻
和
也
は
雑
誌
『
民
俗
台
湾
』
と
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
シ
リ
ー
ズ
」
の
関
連
を
考
察
し
て
い
る
。『
民
俗
台
湾
』
は
台
湾
の
民
俗
や
習
慣
等
の
紹
介
と
研
究
を
目
的
と
し
た
月
刊
誌
で
あ
り
、
一
九
四
一
年
七
月
号
か
ら
一
九
四
五
年
一
月
号
ま
で
計
四
三
号
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。『
民
俗
台
湾
』
の
実
質
的
な
編
集
者
は
池
田
敏
雄
で
あ
っ
た
が
、
主
宰
者
の
名
義
は
台
北
帝
国
大
学
教
授
の
金
関
丈
夫
で
あ
っ
た
。
日
本
統
治
期
台
湾
に
お
い
て
台
北
帝
国
大
学
土
俗
人
種
学
研
究
室
か
ら
移
川
子
之
蔵
が
中
心
と
な
っ
て
、「
高
砂
族
」
中
心
の
研
究
誌
『
南
方
土
俗
』
が
出
て
い
た
の
に
対
し
て
、『
民
俗
台
湾
』
は
台
湾
に
お
け
る
漢
民
族
の
風
俗
や
慣
習
の
研
究
を
中
心
と
し
て
い
る
⒀
。
河
尻
和
也
は
「
植
民
者
の
側
に
属
す
る
学
者
と
し
て
の
金
関
の
旧
慣
に
対
す
る
『
保
存
・
記
録
』
と
い
っ
た
冷
徹
な
目
│
│
統
治
者
と
し
て
の
被
統
治
者
へ
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
、
が
存
在
し
て
い
た
」⒁
と
指
摘
す
る
。
確
か
に
日
本
統
治
下
の
台
湾
で
『
台
湾
公
論
』
に
発
表
さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
は
、「
統
治
者
・
被
統
治
者
」
と
い
う
枠
組
み
で
と
ら
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
金
関
丈
夫
が
戦
後
、
留
用
さ
れ
て
い
た
時
期
に
発
刊
さ
れ
た
第
三
輯
で
は
金
関
丈
夫
の
立
場
は
「
敗
戦
国
の
人
間
」
と
な
り
、
台
湾
本
島
人
と
の
立
場
は
逆
転
し
て
い
る
と
言
え
、「
龍
山
寺
の
曹
老
人
シ
リ
ー
ズ
」
全
体
を
考
え
る
と
「
統
治
者
・
被
統
治
者
」
と
い
う
枠
組
み
だ
け
で
は
と
ら
え
き
金
関
丈
夫
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
」
論
三
一
れ
な
い
要
素
が
残
る
で
あ
ろ
う
。
河
尻
和
也
は
さ
ら
に
戦
後
初
期
に
お
け
る
台
湾
の
政
治
や
社
会
的
な
不
安
を
目
の
当
た
り
に
し
た
金
関
丈
夫
が
「
戦
後
に
発
表
し
た
『
龍
山
寺
の
曹
老
人
』
シ
リ
ー
ズ
と
は
、
読
み
物
に
飢
え
た
読
者
へ
の
『
娯
楽
』
で
あ
っ
た
一
方
で
、
結
果
的
に
す
で
に
『
過
去
』
と
な
っ
た
日
本
統
治
時
代
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
と
も
言
え
る
」⒂
と
論
じ
て
い
る
。
米
軍
機
の
爆
撃
に
よ
っ
て
灰
燼
に
帰
し
た
龍
山
寺
と
空
襲
に
よ
る
延
焼
を
防
ぐ
た
め
に
破
壊
さ
れ
た
艋
䴏
の
街
並
み
を
描
く
こ
と
な
く
、
昔
日
の
龍
山
寺
境
内
の
賑
わ
い
を
描
い
た
「
観
音
利
生
記
」
等
の
作
品
は
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
と
と
ら
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
龍
山
寺
に
お
い
て
人
々
が
行
う
宗
教
的
な
儀
礼
や
、
金
関
丈
夫
が
境
内
の
人
々
の
信
仰
の
有
り
様
を
見
つ
め
る
眼
差
し
は
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
だ
け
に
は
還
元
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
以
上
の
先
行
研
究
と
そ
の
問
題
点
を
踏
ま
え
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
前
と
終
戦
後
に
ま
た
が
っ
て
発
表
さ
れ
た
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
シ
リ
ー
ズ
」
が
、
龍
山
寺
と
い
う
「
場
所
」
と
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
た
宗
教
的
要
素
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
き
た
の
か
を
考
察
す
る
。
先
行
研
究
は
主
に
曹
老
人
の
言
説
や
金
関
丈
夫
の
意
図
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
り
、「
龍
山
寺
」
と
い
う
作
品
の
舞
台
か
ら
考
察
し
た
も
の
は
ま
だ
な
い
。
金
関
丈
夫
は
小
説
を
刊
行
す
る
際
、
タ
イ
ト
ル
に
あ
え
て
「
龍
山
寺
」
と
い
う
場
所
の
名
前
を
挿
入
し
て
お
り
、
強
い
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
金
関
丈
夫
が
『
民
俗
台
湾
』
で
言
及
し
て
い
た
「
文
芸
」
の
役
割
も
併
せ
て
考
察
す
る
こ
と
で
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
シ
リ
ー
ズ
」
の
テ
ク
ス
ト
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
３
．
日
本
統
治
期
の
龍
山
寺
に
つ
い
て
一
九
三
一
年
に
発
行
さ
れ
た
『
台
北
市
史
』
に
お
い
て
、
龍
山
寺
は
艋
䴏
龍
山
寺
町
に
在
り
、
約
百
九
十
余
年
前
乾
隆
三
年
の
開
基
建
立
に
係
る
台
北
最
初
の
巨
刹
で
観
音
仏
祖
を
祀
り
、
最
近
台
湾
が
生
ん
だ
彫
刻
家
金
関
丈
夫
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
」
論
三
二
黃
土
水
氏
の
彫
刻
し
た
釈
迦
尊
像
が
配
祀
さ
れ
、
遠
近
か
ら
善
男
善
女
の
日
々
に
参
拝
夥
し
く
、
現
在
の
廟
宇
は
昭
和
三
年
十
二
月
落
慶
式
を
挙
げ
た
も
の
で
、そ
の
結
構
荘
厳
木
石
彫
刻
の
巧
妙
と
華
麗
な
の
は
人
目
を
眩
ず
る
ば
か
り
、実
に
台
湾
寺
廟
中
の
白
眉
と
し
て
全
島
に
冠
絶
し
て
居
る
⒃
と
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
日
本
統
治
時
代
に
お
い
て
も
台
湾
本
島
人
の
篤
い
信
仰
の
場
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
清
朝
統
治
期
に
創
建
さ
れ
た
龍
山
寺
で
あ
る
が
、
日
本
仏
教
界
は
領
台
直
後
か
ら
日
本
仏
教
布
教
の
端
緒
と
し
て
、
龍
山
寺
に
注
目
し
て
い
た
。
曹
洞
宗
の
僧
侶
で
あ
る
佐
々
木
珍
龍
は
台
湾
の
在
来
寺
院
・
寺
廟
の
僧
侶
と
の
接
触
を
重
ね
、「
台
北
の
名
刹
艋
䴏
龍
山
寺
を
布
教
拠
点
と
定
め
て
着
手
」⒄
し
、「
曹
洞
宗
は
一
八
九
五
年
一
〇
月
に
名
刹
艋
䴏
龍
山
寺
を
実
質
的
に
末
寺
化
し
て
同
時
に
台
北
布
教
の
拠
点
を
置
い
た
の
を
手
は
じ
め
に
、
各
地
の
寺
廟
を
次
々
に
末
寺
化
」⒅
し
「
台
北
艋
䴏
街
龍
山
寺
の
住
職
も
兼
ね
」⒆
、「
艋
䴏
に
国
語
学
校
を
設
立
」⒇
し
た
。
一
九
一
五
年
、
台
南
庁
䬾
吧
哖
（
タ
バ
ニ
ー
）
の
民
間
信
仰
の
寺
廟
で
あ
る
西
来
庵
を
拠
点
に
発
生
し
た
漢
民
族
最
後
の
大
規
模
な
抗
日
武
装
蜂
起
事
件
が
勃
発
し
、
台
湾
漢
族
の
民
間
信
仰
に
弾
圧
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
曹
洞
宗
は
台
湾
土
着
僧
俗
と
接
近
融
和
を
す
す
め
、
台
北
の
龍
山
寺
は
そ
の
拠
点
と
さ
れ
る
21
。
一
九
三
六
年
か
ら
台
湾
地
方
庁
の
主
導
で
、
各
家
庭
の
正
庁
に
祀
ら
れ
て
い
た
中
国
式
の
先
祖
位
牌
や
神
仏
像
を
撤
去
・
焼
却
し
て
神
棚
を
安
置
す
る
「
正
庁
改
善
」
運
動
が
は
じ
ま
り
、
一
九
三
七
年
五
月
か
ら
は
「
寺
廟
整
理
」
が
議
論
さ
れ
、
台
湾
に
お
い
て
も
国
家
神
道
を
強
要
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
く
る
。
寺
廟
整
理
運
動
で
は
総
督
府
に
よ
り
神
社
神
道
が
強
要
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
や
仏
教
も
排
除
の
対
象
と
な
り
、「
日
本
仏
教
各
宗
派
は
存
続
を
願
う
寺
廟
関
係
者
側
の
受
け
皿
」22
と
な
っ
た
。
そ
し
て
「
皇
民
化
運
動
の
推
進
下
に
あ
っ
て
、
日
本
仏
教
各
宗
派
は
現
地
寺
廟
を
次
々
に
末
寺
化
し
て
傘
下
に
収
め
、
教
育
事
業
を
通
じ
て
台
湾
民
衆
の
皇
民
化
に
向
け
て
邁
進
」23
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
七
年
七
月
、「
盧
溝
橋
事
件
を
契
機
に
日
中
が
全
面
戦
争
に
突
入
す
る
と
、
敵
対
関
係
に
金
関
丈
夫
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
」
論
三
三
あ
る
中
国
の
精
神
や
伝
統
に
依
拠
す
る
旧
慣
宗
教
は
激
し
い
排
除
の
対
象
」24
と
な
っ
た
。
金
関
丈
夫
が
台
湾
で
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
シ
リ
ー
ズ
」
を
書
き
始
め
た
時
代
は
こ
の
よ
う
に
、
台
湾
の
伝
統
的
な
宗
教
儀
礼
が
弾
圧
さ
れ
、「
皇
民
化
運
動
」
に
よ
っ
て
日
本
文
化
や
日
本
神
道
強
制
の
機
運
が
高
ま
る
状
況
下
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
龍
山
寺
の
曹
老
人
シ
リ
ー
ズ
」
の
テ
ク
ス
ト
に
は
帝
国
の
宗
教
政
策
に
沿
っ
た
言
説
や
、
日
本
仏
教
側
の
思
惑
、
日
本
語
教
育
に
関
す
る
こ
と
は
描
か
れ
て
は
い
な
い
。
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
曹
老
人
が
帝
国
の
言
説
に
沿
っ
た
言
説
を
し
、
教
育
す
る
意
図
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
日
本
の
皇
民
化
運
動
に
沿
っ
た
日
本
仏
教
側
の
動
向
や
教
説
が
テ
ク
ス
ト
に
描
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
龍
山
寺
の
曹
老
人
シ
リ
ー
ズ
」
の
テ
ク
ス
ト
に
は
そ
の
よ
う
な
日
本
仏
教
の
影
響
や
日
本
語
教
育
施
設
の
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
箇
所
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
当
時
の
台
湾
仏
教
は
仏
教
・
儒
教
・
道
教
が
混
淆
し
、
渾
然
一
体
化
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
龍
山
寺
も
そ
の
代
表
的
な
寺
廟
で
あ
り
、
道
教
的
な
要
素
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
一
九
四
二
年
発
行
『
台
湾
鉄
道
旅
行
案
内
』
に
お
け
る
「
龍
山
寺
」
の
項
目
で
は
本
殿
の
中
央
に
は
観
音
菩
薩
、
両
側
に
は
文
殊
、
普
賢
の
両
菩
薩
、
左
右
両
側
に
は
四
海
龍
王
、
十
八
羅
漢
、
山
神
土
地
の
神
を
、
中
央
に
は
媽
祖
、
左
右
両
屋
に
は
城
隍
爺
、
水
仙
尊
王
、
後
殿
に
は
文
昌
夫
子
、
関
帝
、
註
生
娘
々
等
を
安
置
し
、
信
徒
数
万
、
香
煙
の
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。25
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
龍
山
寺
の
曹
老
人
シ
リ
ー
ズ
」
が
描
か
れ
た
時
代
に
も
龍
山
寺
に
は
媽
祖
、
城
隍
爺
を
始
め
と
す
る
数
多
く
の
道
教
の
神
々
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
龍
山
寺
は
道
教
色
の
濃
い
寺
廟
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
台
湾
総
督
府
は
台
湾
の
宗
教
の
根
底
に
は
道
教
が
大
き
な
勢
力
を
持
っ
て
お
り
、
道
教
の
中
心
を
成
す
も
の
は
現
世
利
益
で
あ
り
、
迷
信
的
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
た
26
。
さ
ら
に
は
道
教
が
反
社
会
的
な
思
想
と
も
結
び
つ
き
か
ね
な
い
危
険
な
信
仰
と
し
、
そ
う
し
た
危
険
性
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、
日
本
仏
教
に
よ
り
善
導
し
て
行
く
方
策
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
27
。
金
関
丈
夫
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
」
論
三
四
以
下
、「
龍
山
寺
の
曹
老
人
シ
リ
ー
ズ
」
の
「
許
夫
人
の
金
環
」
お
よ
び
「
観
音
利
生
記
」
を
あ
げ
て
考
察
し
て
い
く
が
、「
龍
山
寺
の
曹
老
人
シ
リ
ー
ズ
」
は
舞
台
が
道
教
色
の
強
い
寺
廟
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
道
教
の
儀
式
や
風
習
も
随
所
に
描
か
れ
て
い
る
。
台
湾
総
督
府
が
道
教
を
危
険
な
信
仰
と
見
な
し
て
い
る
中
、
な
ぜ
金
関
丈
夫
は
小
説
内
に
道
教
や
台
湾
仏
教
に
関
す
る
モ
チ
ー
フ
を
描
き
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
４
．「
許
夫
人
の
金
環
」
考
察
艋
䴏
の
生
き
辞
引
と
も
言
わ
れ
る
曹
老
人
は
龍
山
寺
の
堂
守
り
で
あ
る
范
さ
ん
と
は
長
い
間
の
友
達
で
あ
り
、
范
さ
ん
が
い
な
い
と
き
お
み
く
じ
う
ら
に
は
、「
曹
老
人
が
、
神
籤
を
卜
な
つ
た
り
、
線
香
を
売
つ
た
り
す
る
」28
こ
と
も
あ
っ
た
。
曹
老
人
は
字
も
読
め
る
し
、
籤
詩
の
意
味
も
わ
か
り
、
時
々
迷
信
深
い
人
々
が
自
分
や
身
内
の
も
の
の
病
気
の
手
当
法
を
神
籤
の
お
告
げ
で
知
り
た
い
と
い
う
と
き
、
范
さ
ん
の
処
方
よ
り
は
、
曹
さ
ん
の
処
方
の
方
が
よ
く
き
く
と
い
う
。
龍
山
寺
の
境
内
に
許
夫
人
が
慌
て
た
様
子
で
参
詣
し
、
急
い
で
用
意
し
た
、「
五
牲
の
代
り
に
簡
単
な
供
物
を
籃
の
中
か
ら
と
り
出
し
て
仏
前
に
供
え
、
線
香
に
火
を
点
じ
て
香
炉
に
さ
し
、
や
が
て
口
の
中
で
訴
え
ご
と
ポ
ア
ポ
エ
お
み
く
じ
を
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
熱
心
に
擲
筶
29
を
や
り
始
め
」
る
。
許
夫
人
は
曹
老
人
を
堂
守
り
だ
と
勘
違
い
し
、
神
籤
の
結
果
を
聞
き
に
来
る
と
曹
老
人
は
許
夫
人
の
家
に
泥
棒
が
入
っ
た
こ
と
、
盗
ま
れ
た
物
の
詳
細
や
場
所
、
盗
み
の
手
法
ま
で
言
い
当
て
て
し
ま
っ
た
。
許
夫
人
は
曹
老
人
が
犯
人
で
あ
る
と
決
め
つ
け
、
警
官
を
連
れ
て
く
る
。
曹
老
人
と
旧
知
の
陳
警
官
が
来
る
と
、
曹
老
人
は
真
犯
人
が
じ
き
に
龍
山
寺
に
現
れ
る
と
い
う
。
曹
老
人
は
お
く
さ
ん
、
い
ま
は
金
を
死
蔵
し
て
は
い
け
な
い
と
き
だ
の
に
、
ど
う
し
て
政
府
に
売
ら
な
か
つ
た
の
だ
ね
？
若
し
あ
ん
た
が
、
き
つ
と
売
る
と
、
観
音
様
に
誓
約
し
た
ら
、
わ
し
は
泥
棒
を
つ
か
ま
へ
て
、
金
環
を
と
り
戻
し
て
あ
げ
や
う
。
そ
し
て
売
つ
た
お
金
で
事
変
の
公
債
を
買
ひ
な
さ
金
関
丈
夫
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
」
論
三
五
い
。
さ
あ
そ
の
こ
と
を
観
音
様
に
誓
ひ
な
さ
い
。30
と
命
令
し
、
許
夫
人
に
公
債
を
買
う
こ
と
を
誓
わ
せ
た
。
二
人
の
婦
人
参
詣
人
が
来
て
、
香
爐
で
礼
拝
し
、
帰
ろ
う
と
す
る
と
曹
老
人
は
湯
飲
み
を
投
げ
て
二
人
を
捕
ま
え
る
よ
う
に
警
官
に
言
う
。
こ
の
二
人
は
女
装
し
た
泥
棒
で
、
香
爐
の
な
か
に
許
夫
人
か
ら
盗
み
出
し
た
金
環
を
隠
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
曹
老
人
は
こ
の
二
人
の
泥
棒
が
昨
夜
、
擲
筶
を
し
て
盗
み
が
成
功
す
る
か
ど
う
か
声
を
出
し
て
占
っ
て
い
る
の
を
聞
い
て
い
た
た
め
、
二
人
が
許
夫
人
の
家
に
盗
み
に
入
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
曹
老
人
は
泥
棒
が
香
爐
の
中
に
盗
ん
だ
金
環
を
隠
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
見
て
い
た
た
め
、
許
夫
人
が
警
官
を
連
れ
て
く
る
の
を
待
っ
て
、
犯
人
を
逮
捕
す
る
計
画
を
立
て
て
い
た
の
だ
。
浦
谷
一
弘
の
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
物
語
の
中
で
、
た
し
か
に
曹
老
人
は
許
夫
人
に
対
し
て
公
債
を
買
う
よ
う
に
命
令
し
、
日
本
帝
国
の
政
策
に
沿
っ
た
発
言
を
し
て
い
る
。
し
か
し
台
湾
総
督
府
が
危
険
視
し
て
い
た
道
教
的
な
要
素
を
迷
信
で
あ
る
と
批
難
し
、
お
み
く
じ
排
除
す
る
言
説
は
見
ら
れ
な
い
。
作
中
で
描
か
れ
る
「
神
籤
」
と
は
漢
文
で
書
か
れ
た
台
湾
民
間
宗
教
独
自
の
も
の
で
あ
る
が
、
曹
老
人
お
み
く
じ
は
そ
の
「
神
籤
」
の
結
果
を
聞
き
に
来
る
「
迷
信
深
い
人
々
」
の
信
仰
を
否
定
し
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
道
教
の
「
擲
筶
」
の
場
面
で
も
、
曹
老
人
は
そ
の
占
い
の
行
為
を
非
難
す
る
言
葉
を
か
け
る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。
龍
山
寺
は
日
本
統
治
下
の
時
代
、
日
本
の
曹
洞
宗
の
影
響
が
色
濃
く
、
日
本
語
教
育
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
事
例
も
テ
ク
ス
ト
に
描
か
れ
て
は
い
な
い
。
も
し
、
金
関
丈
夫
が
帝
国
の
政
策
に
沿
っ
た
小
説
を
書
く
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
龍
山
寺
や
艋
䴏
で
日
本
仏
教
の
布
教
や
日
本
語
教
育
に
従
事
す
る
日
本
人
の
動
向
も
描
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
「
許
夫
人
の
金
環
」
の
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
「
擲
筶
」
は
曹
老
人
が
犯
罪
を
発
見
し
、
解
決
す
る
た
め
の
鍵
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、「
擲
筶
」
と
い
う
道
教
儀
式
に
積
極
的
な
意
義
を
認
め
、
記
録
保
存
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
ま
で
は
言
い
切
る
こ
と
は
で
き
な
金
関
丈
夫
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
」
論
三
六
い
。「
許
夫
人
の
金
環
」
は
一
九
四
一
年
と
い
う
皇
民
化
運
動
が
推
進
さ
れ
て
い
た
時
期
に
発
表
さ
れ
た
た
め
、
当
時
戦
火
を
交
え
て
い
た
中
国
に
由
来
す
る
道
教
の
占
い
を
記
録
保
存
す
べ
き
も
の
と
ま
で
は
踏
み
込
め
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
に
取
り
上
げ
る
「
観
音
利
生
記
」
は
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
シ
リ
ー
ズ
」
最
後
の
作
品
で
あ
り
、
一
九
四
七
年
に
単
行
本
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。「
観
音
利
生
記
」
を
発
表
し
た
時
期
は
台
湾
総
督
府
に
よ
る
検
閲
や
圧
力
を
懸
念
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
、
道
教
と
龍
山
寺
の
観
音
信
仰
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
し
い
描
写
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
５
．「
観
音
利
生
記
」
考
察
シ
ン
プ
ア
李
氏
銀
は
当
時
の
漢
民
族
の
婚
姻
に
ま
つ
わ
る
慣
習
「
媳
婦
仔
」
で
、
息
子
の
嫁
と
す
る
た
め
の
養
女
・
玉
児
を
幼
い
頃
か
ら
引
き
取
り
、
息
子
の
伯
梁
と
と
も
に
育
て
て
き
た
。
し
か
し
息
子
は
病
死
し
、
銀
は
玉
児
に
「
お
前
が
死
ね
ば
よ
か
っ
た
の
だ
」
と
つ
ら
く
あ
た
る
よ
う
に
な
っ
た
。
銀
は
玉
児
を
娼
妓
と
し
て
売
る
取
引
を
し
た
が
、
そ
れ
を
知
っ
た
玉
児
が
榕
樹
で
首
を
吊
っ
て
自
殺
し
て
し
ま
う
。
銀
が
そ
の
知
ら
せ
を
聞
い
て
駆
け
つ
け
た
時
に
は
、
玉
児
の
死
体
は
消
失
し
て
お
り
、
代
わ
り
に
二
行
の
謎
句
「
観
音
境
地
尋
美
玉
／
龍
山
窟
中
遭
神
仙
」
と
書
き
付
け
た
紙
が
残
さ
れ
て
い
た
。
銀
が
風
水
師
の
林
秀
煌
に
相
談
す
る
と
、
こ
り
ゃ
こ
う
い
う
こ
と
だ
よ
。
銀
は
こ
れ
か
ら
龍
山
寺
へ
ゆ
き
な
さ
い
。
そ
し
て
観
音
様
に
お
伺
い
す
る
の
だ
。
美
玉
を
尋
ね
よ
、
と
い
う
字
に
は
玉
児
の
名
が
は
い
っ
て
い
る
。
す
る
と
一
人
の
神
仙
が
現
わ
れ
て
屍
体
の
あ
り
か
を
教
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
神
仙
の
名
も
こ
の
文
句
の
中
に
出
て
い
る
。
そ
の
名
は
曹
神
仙
と
い
う
の
だ
。31
と
言
う
。
死
体
消
失
の
真
相
は
、
自
殺
の
現
場
に
通
り
掛
か
っ
た
曹
老
人
が
玉
児
を
助
け
、
書
き
置
き
を
残
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
曹
老
人
は
相
談
に
や
っ
て
き
た
銀
に
、
金
関
丈
夫
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
」
論
三
七
こ
れ
を
御
覧
。
こ
の
お
告
げ
に
は
観
音
境
地
に
美
玉
を
尋
ね
よ
、
と
あ
る
じ
ゃ
ろ
。
先
ず
観
音
様
に
お
尋
ね
し
な
け
れ
ば
な
ら
ん
と
こ
ろ
を
、
お
前
は
す
ぐ
神
仙
を
捜
そ
う
と
す
る
。
そ
れ
で
は
ほ
ん
と
の
神
仙
は
出
て
来
な
い
よ
。
と
娘
へ
の
愛
情
の
無
さ
を
叱
り
、
観
音
様
に
対
す
る
信
仰
心
の
無
さ
を
諭
す
の
で
あ
る
。
李
氏
は
悔
悟
の
涙
を
流
し
、
自
身
の
非
を
認
め
、
玉
児
の
屍
体
が
出
て
来
た
ら
、
葬
式
を
出
し
て
、
丁
寧
に
葬
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
さ
ら
に
自
分
の
息
子
が
死
ん
だ
の
も
、
玉
児
が
死
ん
だ
の
も
、
観
音
の
罰
で
あ
っ
た
と
悔
い
る
の
で
あ
る
。
李
氏
は
改
心
し
「
曹
神
仙
、
ど
う
ぞ
屍
体
を
捜
し
出
し
て
く
だ
さ
い
」32
と
曹
老
人
に
希
う
。
曹
老
人
は
銀
が
改
心
し
た
の
を
見
届
け
て
、
防
犯
協
力
で
得
た
賞
金
を
玉
児
に
持
た
せ
た
う
え
、
仕
事
の
世
話
も
し
、
銀
の
も
と
に
帰
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
作
品
で
は
「
許
夫
人
の
金
環
」
に
お
い
て
見
ら
れ
た
道
教
的
要
素
は
よ
り
色
濃
く
な
り
、
登
場
人
物
に
は
風
水
師
が
お
り
、
曹
老
人
が
自
ら
「
神
仙
」
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
河
尻
哲
也
が
「
観
音
利
生
記
」
は
『
龍
山
寺
の
曹
老
人
』
の
中
で
も
最
も
遅
い
一
九
四
七
年
一
月
に
『
龍
山
寺
の
曹
老
人
第
三
輯
』
中
の
一
篇
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
当
作
品
が
発
表
さ
れ
た
翌
月
、
台
湾
で
は
二
二
八
事
件
が
発
生
し
て
い
る
。
当
物
語
は
、
他
の
曹
老
人
の
物
語
と
違
い
、
所
謂
、
探
偵
小
説
と
は
異
な
る
形
式
・
内
容
を
持
っ
て
い
る
。33
と
、
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
観
音
利
生
記
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
か
ら
見
て
も
探
偵
小
説
と
い
う
よ
り
も
説
話
的
な
物
語
と
も
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
観
音
利
生
記
」
に
は
「
許
夫
人
の
金
環
」
で
見
ら
れ
た
帝
国
の
政
策
に
沿
っ
た
言
説
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、「
龍
山
寺
の
曹
老
人
シ
リ
ー
ズ
」
の
他
の
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
龍
山
寺
の
境
内
や
人
々
の
様
子
を
描
い
た
語
り
手
の
主
観
が
色
濃
い
「
地
の
文
」
が
挿
入
金
関
丈
夫
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
」
論
三
八
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
地
の
文
で
は
ま
ず
龍
山
寺
の
情
景
が
描
写
さ
れ
、
金
関
丈
夫
の
美
醜
に
関
す
る
価
値
判
断
が
書
か
れ
て
い
る
。
十
二
月
か
ら
一
月
の
は
じ
め
に
か
け
て
の
、
台
北
の
人
の
心
を
の
び
の
び
と
さ
せ
る
あ
の
気
持
ち
の
い
い
日
和
が
、
今
日
も
龍
山
寺
の
石
階
や
廻
廊
の
甃
石
に
、
眼
に
見
え
な
い
陽
炎
を
立
た
せ
て
い
る
。
押
し
詰
っ
た
年
の
暮
れ
の
、
遽
し
い
世
間
の
動
き
は
門
前
の
人
足
の
繁
さ
、
売
薬
う
り
の
講
釈
の
活
気
立
っ
た
声
、
蜜
柑
売
り
の
小
僧
の
元
気
な
叫
び
に
、
曹
老
人
の
い
る
あ
た
り
か
ら
も
そ
れ
と
察
せ
ら
れ
る
が
、
境
内
に
は
さ
す
が
一
種
の
静
謐
が
漂
っ
て
い
る
。
見
る
も
の
か
ら
見
る
と
、
龍
山
寺
の
建
物
は
俗
悪
醜
態
極
ま
る
も
の
だ
と
い
う
が
、
し
か
し
俗
中
に
も
一
の
仙
味
が
あ
り
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
か
の
門
外
の
雑
踏
を
持
ち
込
も
う
と
し
な
い
民
衆
の
敬
虔
な
心
の
う
ち
に
、
そ
の
根
源
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
龍
山
寺
は
俗
悪
だ
な
ど
と
言
い
な
が
ら
、
帽
子
も
と
ら
ず
に
、
御
本
尊
に
写
真
機
を
向
け
よ
う
と
い
う
よ
う
な
先
生
方
こ
そ
、
俗
中
の
俗
だ
と
い
わ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。34
な
ぜ
、
金
関
丈
夫
は
「
観
音
利
生
記
」
に
の
み
特
別
に
こ
の
よ
う
に
主
観
を
交
え
た
一
節
を
書
き
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
一
九
四
五
年
に
停
刊
し
た
雑
誌
『
民
俗
台
湾
』
で
果
た
せ
な
か
っ
た
金
関
丈
夫
の
台
湾
民
衆
の
民
俗
を
描
く
と
い
う
目
的
を
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
シ
リ
ー
ズ
」
が
受
け
継
い
で
い
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
柳
宗
悦
は
『
民
俗
台
湾
』
で
龍
山
寺
に
つ
い
て
「
船
の
中
で
先
ず
龍
山
寺
を
ご
覧
な
さ
い
、
台
湾
一
で
す
、
と
云
ふ
話
を
聴
い
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
を
見
る
と
あ
ん
な
酷
い
の
は
な
ゐ
ね
」35
と
否
定
的
に
言
及
し
て
お
り
、
金
関
丈
夫
の
龍
山
寺
の
境
内
を
描
写
し
た
テ
ク
ス
ト
は
柳
宗
悦
の
よ
う
に
短
期
間
だ
け
台
湾
を
訪
れ
、
台
湾
人
特
有
の
美
的
価
値
観
に
つ
い
て
深
く
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
日
本
人
の
龍
山
寺
に
対
す
る
印
象
に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
龍
山
寺
と
日
本
仏
教
の
関
係
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
当
時
の
仏
教
寺
院
に
は
日
本
の
影
響
が
か
な
り
色
濃
く
入
り
込
ん
で
い
た
。
あ
え
て
金
関
丈
夫
が
日
本
の
影
響
を
描
か
な
か
っ
た
の
は
、
阿
部
純
一
郎
が
金
関
丈
夫
が
推
進
し
て
い
た
台
湾
の
「
民
藝
保
存
活
動
」
を
例
に
金
関
丈
夫
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
」
論
三
九
挙
げ
て
、
『
民
俗
台
湾
』
の
台
湾
民
藝
保
存
活
動
は
、
伝
統
文
化
の
「
湮
滅
」
に
対
抗
し
て
「
保
存
」
を
主
張
す
る
と
い
う
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、
い
か
な
る
形
で
保
存
す
べ
き
か
、
保
存
す
べ
き
文
化
と
は
何
か
と
い
う
問
題
提
起
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。36
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
金
関
丈
夫
は
小
説
に
用
い
る
文
化
も
取
捨
選
択
し
て
い
て
描
い
て
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
金
関
丈
夫
は
『
民
俗
台
湾
第
１
号
』
で
滅
び
ゆ
く
一
木
一
草
は
、
政
府
や
学
者
の
手
に
よ
っ
て
万
全
の
保
護
策
が
と
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
も
つ
と
も
つ
と
大
切
な
人
間
の
気
風
の
良
さ
な
ど
と
云
ふ
も
の
が
、
自
然
の
滅
亡
に
任
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
大
変
不
合
理
な
気
が
す
る
。
さ
て
、
せ
め
て
こ
れ
を
文
献
に
で
も
残
さ
う
と
な
る
と
、
こ
れ
が
気
分
の
問
題
で
あ
る
だ
け
に
、
文
芸
以
外
に
こ
れ
を
伝
へ
る
も
の
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。37
と
、
学
者
の
保
護
策
か
ら
は
漏
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
人
間
の
気
風
を
保
存
す
る
に
は
「
文
芸
」
と
い
う
形
式
を
用
い
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
台
湾
に
お
け
る
寺
廟
の
祭
祀
や
行
事
は
「
台
湾
民
衆
の
生
活
と
一
体
化
し
て
、
深
く
台
湾
民
衆
に
根
を
お
ろ
し
て
お
り
、
台
湾
民
衆
の
生
活
リ
ズ
ム
が
寺
廟
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
点
で
、『
生
活
の
宗
教
』
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」38
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
金
関
丈
夫
は
学
者
と
し
て
で
は
な
く
生
活
者
と
し
て
台
湾
民
衆
の
生
活
を
記
す
た
め
に
金
関
丈
夫
は
台
湾
本
島
人
が
数
多
く
住
む
艋
䴏
の
龍
山
寺
と
い
う
寺
廟
を
舞
台
に
選
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
民
藝
と
い
う
「
物
」
を
記
録
す
る
だ
け
で
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
「
人
々
の
気
風
」
を
文
芸
と
し
て
残
そ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
金
関
丈
夫
は
「
人
々
の
気
風
」
を
保
存
す
る
「
文
芸
」
の
必
要
性
を
う
っ
た
え
た
あ
と
、
金
関
丈
夫
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
」
論
四
〇
誰
か
芥
川
龍
之
介
の
「
芋
粥
」
の
材
料
に
な
つ
た
、
あ
の
今
昔
物
語
の
地
方
官
の
や
う
な
、
と
て
つ
も
な
い
大
ま
か
な
裕
か
な
気
分
を
台
湾
の
材
料
で
描
く
文
芸
家
は
居
な
い
だ
ら
う
か
。
ヒ
ス
テ
リ
ー
の
や
う
な
現
代
人
に
は
、
実
は
も
う
わ
れ
わ
れ
は
実
生
活
で
食
傷
し
て
ゐ
る
の
だ
。39
と
、
芥
川
龍
之
介
が
『
今
昔
物
語
集
』
を
原
案
と
し
て
描
い
た
よ
う
な
作
品
を
描
く
作
者
を
熱
望
し
て
い
た
。
芥
川
龍
之
介
は
大
正
六
年
一
月
に
「
観
音
霊
験
譚
を
集
成
し
、
観
音
の
衆
生
済
度
の
諸
相
を
記
」40
し
た
『
今
昔
物
語
集
』
の
巻
十
六
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
貧
女
仕
清
水
観
音
得
助
語
第
三
十
三
」
を
元
に
短
編
小
説
「
運
」
を
書
い
て
い
る
41
。
金
関
丈
夫
が
芥
川
龍
之
介
の
「
運
」
を
読
ん
で
こ
の
小
説
を
意
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
現
時
点
で
は
確
証
は
な
い
が
、
芥
川
龍
之
介
の
「
運
」
に
登
場
す
る
翁
は
「
幸
福
を
、
精
神
的
、
理
想
的
な
も
の
と
し
て
、
主
体
的
な
努
力
に
よ
っ
て
堅
実
に
領
有
し
よ
う
と
す
る
」42
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
曹
老
人
の
価
値
観
と
共
通
点
が
見
受
け
ら
れ
る
。
金
関
丈
夫
は
戦
中
・
戦
後
の
混
乱
期
の
台
湾
で
「
裕
か
な
気
分
を
台
湾
の
材
料
で
描
く
文
芸
家
」
が
つ
い
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
自
ら
芥
川
龍
之
介
が
説
話
か
ら
主
題
を
得
た
よ
う
な
手
法
で
小
説
を
描
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
本
統
治
期
の
台
湾
に
お
い
て
も
、
龍
山
寺
で
も
観
音
菩
薩
の
霊
験
が
信
じ
ら
れ
て
お
り
、
龍
山
寺
の
公
式
サ
イ
ト
に
は
第
２
次
世
界
大
戦
終
戦
直
前
の
民
国
三
四
年
（
一
九
四
五
年
）
に
米
軍
の
空
襲
で
本
殿
が
焼
夷
弾
の
直
撃
を
受
け
、
石
柱
ま
で
も
が
全
壊
す
る
ひ
ど
い
惨
状
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
木
像
の
本
尊
、
観
音
菩
薩
像
だ
け
は
、
無
傷
の
ま
ま
端
然
と
蓮
座
に
端
座
さ
れ
ご
安
泰
で
し
た
。
当
時
、
空
襲
が
あ
る
と
付
近
の
住
民
は
観
音
さ
ま
の
膝
下
は
絶
対
安
全
だ
と
信
じ
、
多
数
の
人
々
が
避
難
し
て
き
ま
し
た
が
、
激
し
い
空
襲
の
な
か
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
避
難
者
に
は
全
く
死
傷
者
が
な
く
、
そ
の
あ
ら
た
か
な
霊
験
は
、
今
日
で
も
人
々
の
間
で
語
り
伝
え
ら
れ
、
ご
加
護
を
讃
え
て
お
り
ま
す
。43
金
関
丈
夫
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
」
論
四
一
と
い
う
観
音
霊
験
譚
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
台
湾
に
暮
ら
し
て
い
た
竹
中
信
子
も
「
本
島
人
の
間
に
『
寺
廟
は
空
襲
に
や
ら
れ
な
い
』
と
の
迷
信
」44
が
あ
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。
観
音
信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ
た
台
湾
に
お
い
て
、
数
々
の
観
音
霊
験
譚
が
伝
承
さ
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
。
金
関
丈
夫
は
そ
の
よ
う
な
観
音
霊
験
譚
を
物
語
に
取
り
入
れ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
、
ど
の
観
音
霊
験
譚
で
あ
る
か
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
調
査
を
続
け
て
い
き
た
い
。
６
．
お
わ
り
に
金
関
丈
夫
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
学
者
お
よ
び
文
学
者
と
し
て
「
大
日
本
帝
国
」
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
思
考
し
、
そ
の
枠
組
み
に
対
す
る
批
判
を
主
張
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
先
行
研
究
が
論
ず
る
よ
う
に
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
シ
リ
ー
ズ
」
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
「
帝
国
の
言
説
」
や
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
、
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
を
感
じ
取
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
戦
前
に
描
か
れ
た
「
許
夫
人
の
金
環
」
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
も
、
雑
誌
『
台
湾
公
論
』
の
テ
イ
ス
ト
に
従
い
、
検
閲
を
避
け
る
た
め
に
帝
国
の
政
策
に
沿
っ
た
言
説
を
取
り
入
れ
な
が
ら
も
、
総
督
府
か
ら
危
険
視
さ
れ
て
い
た
台
湾
の
民
間
宗
教
で
あ
る
道
教
の
儀
礼
や
習
俗
を
書
き
記
し
て
い
た
。
終
戦
後
、
日
本
帝
国
の
統
治
が
終
わ
り
、
金
関
丈
夫
が
中
華
民
国
に
留
用
さ
れ
て
い
た
一
九
四
七
年
に
発
刊
さ
れ
た
「
観
音
利
生
記
」
に
は
総
督
府
の
検
閲
や
圧
力
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
支
配
や
被
支
配
と
い
う
枠
組
み
か
ら
は
離
れ
た
立
場
か
ら
、
よ
り
台
湾
民
間
宗
教
で
あ
る
道
教
の
影
響
が
色
濃
く
表
れ
た
物
語
が
描
か
れ
て
い
る
。
金
関
丈
夫
は
『
民
俗
台
湾
』
で
台
湾
民
藝
保
存
運
動
を
行
っ
て
い
た
が
、
政
府
や
学
者
の
保
護
政
策
か
ら
漏
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
「
人
間
の
気
風
の
良
さ
」
を
書
き
記
す
に
は
文
芸
と
い
う
形
式
以
外
に
な
い
と
考
え
て
い
た
。
金
関
丈
夫
は
そ
の
よ
う
な
文
芸
を
描
く
作
家
の
出
現
を
切
望
し
て
い
た
が
、
現
れ
な
い
う
ち
に
『
民
俗
台
湾
』
は
停
刊
し
、
台
湾
の
街
並
み
や
風
俗
は
戦
禍
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
っ
て
金
関
丈
夫
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
」
論
四
二
し
ま
っ
た
。
金
関
丈
夫
が
か
つ
て
『
民
俗
台
湾
』
で
書
き
記
そ
う
と
し
て
、
果
た
せ
な
か
っ
た
「
人
間
の
気
風
の
良
さ
」
を
台
湾
民
衆
の
生
活
と
一
体
化
し
て
、
深
く
台
湾
民
衆
に
根
を
お
ろ
し
て
い
た
「
生
活
の
宗
教
」
の
場
で
あ
る
龍
山
寺
を
舞
台
と
し
た
文
芸
と
い
う
形
で
残
し
た
の
が
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
シ
リ
ー
ズ
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
＊
全
て
の
引
用
は
、
原
則
と
し
て
新
字
に
改
め
、
ル
ビ
は
省
略
し
た
。
（
本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
に
花
園
大
学
に
お
い
て
行
わ
れ
た
日
本
近
代
文
学
会
・
関
西
支
部
秋
季
大
会
に
お
い
て
行
な
っ
た
口
頭
発
表
を
元
に
再
考
し
論
文
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
貴
重
な
ご
意
見
お
よ
び
情
報
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
深
く
謝
意
を
表
す
る
。）
注
⑴
金
関
丈
夫
の
経
歴
に
つ
い
て
は
中
島
利
郎
編
（
二
〇
〇
五
）『
日
本
統
治
期
台
湾
文
学
小
事
典
』
緑
蔭
書
房
一
二
│
一
三
頁
お
よ
び
、
金
関
丈
夫
（
二
〇
〇
八
）『
お
月
さ
ま
い
く
つ
（
新
装
版
）』
法
政
大
学
出
版
社
三
九
九
│
四
〇
六
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
年
表
を
参
照
し
た
。
⑵
本
稿
に
お
け
る
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
シ
リ
ー
ズ
」
の
テ
ク
ス
ト
は
、「
許
夫
人
の
金
環
」
は
林
熊
生
（
二
〇
〇
一
）『
船
中
の
殺
人
龍
山
寺
の
曹
老
人
第
一
輯
／
第
二
輯
』
ゆ
ま
に
書
房
、「
観
音
利
生
記
」
は
金
関
丈
夫
（
一
九
八
〇
）『
南
の
風
創
作
集
』
法
政
大
学
出
版
局
を
引
用
す
る
。
⑶
中
島
利
郎
（
二
〇
〇
二
）「
日
本
統
治
期
台
湾
探
偵
小
説
史
稿
」『
日
本
統
治
期
台
湾
文
学
集
成
９
台
湾
探
偵
小
説
集
』
緑
陰
書
房
三
八
六
頁
⑷
同
註
⑶
三
九
二
頁
⑸
浦
谷
一
弘
（
二
〇
〇
四
）「
植
民
地
統
治
期
〈
台
湾
〉
の
探
偵
小
説
│
│
林
熊
生
『
龍
山
寺
の
曹
老
人
』
│
│
」『
花
園
大
学
国
文
学
論
究
儭
』
花
園
大
学
国
文
学
会
六
九
頁
⑹
同
註
⑸
七
九
頁
⑺
同
註
⑸
七
一
頁
金
関
丈
夫
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
」
論
四
三
⑻横
路
啓
子
（
二
〇
一
五
）「
植
民
地
台
湾
的
探
偵
小
説
か
ら
の
逸
脱
│
│
金
関
丈
夫
『
龍
山
寺
の
曹
老
人
』
シ
リ
ー
ズ
を
中
心
に
」
東
ア
ジ
ア
と
同
時
代
日
本
語
文
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
×
高
麗
大
学
校
G
LO
B
A
L
日
本
研
究
院
編
『
跨
境
第
２
号
』
笠
間
書
院
五
二
頁
⑼
同
註
⑻
五
二
頁
⑽
同
註
⑻
五
三
頁
⑾
同
註
⑻
五
七
頁
⑿
同
註
⑻
五
八
頁
⒀
「
民
俗
台
湾
」
中
島
利
郎
編
（
二
〇
〇
五
）『
日
本
統
治
期
台
湾
文
学
小
事
典
』
緑
蔭
書
房
九
八
│
九
九
頁
⒁
河
尻
和
也
（
二
〇
一
六
）「
都
市
、
旧
慣
、
犯
罪
『
龍
山
寺
の
曹
老
人
』
シ
リ
ー
ズ
戦
後
の
三
作
品
を
中
心
に
」『
台
大
日
本
語
文
研
究
』
台
湾
大
学
日
本
語
文
学
系
一
八
頁
⒂
同
註
⒁
二
六
頁
⒃
栗
原
純
・
鐘
淑
敏
監
修
（
一
九
三
一
）『
近
代
台
湾
都
市
案
内
集
成
第
１７
巻
台
北
市
史
』
台
湾
通
信
社
五
六
三
頁
⒄
中
西
直
樹
（
二
〇
一
六
）『
龍
谷
叢
書
儳
植
民
地
台
湾
と
日
本
仏
教
』
三
人
社
四
四
頁
⒅
同
註
⒄
六
六
頁
⒆
同
註
⒄
四
五
頁
⒇
同
註
⒄
六
七
頁
21
同
註
⒄
二
三
一
頁
22
同
註
⒄
二
九
〇
頁
23
同
註
⒄
二
九
六
頁
24
同
註
⒄
二
六
三
頁
25
台
湾
総
督
府
交
通
局
鉄
道
部
編
纂
（
一
九
四
二
）『
近
代
台
湾
都
市
案
内
集
成
第
６
巻
台
湾
鉄
道
旅
行
案
内
一
九
四
二
年
』
東
亜
旅
行
社
台
湾
支
部
六
九
頁
26
同
註
⒄
二
二
六
頁
27
同
註
⒄
二
二
八
頁
金
関
丈
夫
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
」
論
四
四
28林
熊
生
（
一
九
四
五
）「
許
夫
人
の
金
環
」『
龍
山
寺
の
曹
老
人
・
第
一
輯
』
東
寧
書
房
⑸
頁
29
擲
筶
と
は
三
日
月
状
の
道
具
を
使
用
す
る
道
教
の
「
ポ
エ
占
い
」
の
こ
と
で
あ
る
。
30
同
註
27
一
二
頁
31
金
関
丈
夫
（
一
九
八
〇
）「
観
音
利
生
記
」『
南
の
風
│
│
創
作
集
』
法
政
大
学
出
版
局
二
三
三
頁
32
同
註
31
二
三
七
│
二
三
八
頁
33
同
註
⒁
一
九
頁
34
同
註
31
二
三
三
│
二
三
四
頁
35
柳
宗
悦
（
一
九
四
三
）「『
台
湾
』
の
民
藝
に
就
い
て
（
下
）」『
民
俗
台
湾
第
儥
号
（
一
九
四
三
年
・
六
月
号
）』
一
二
頁
36
阿
部
純
一
郎
（
二
〇
一
四
）『〈
移
動
〉
と
〈
比
較
〉
の
日
本
帝
国
史
統
治
技
術
と
し
て
の
観
光
・
博
覧
会
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
』
新
曜
社
二
八
四
頁
37
金
関
丈
夫
（
一
九
四
一
）「
乱
弾
」『
民
俗
台
湾
第
１
号
（
一
九
四
一
年
・
七
月
号
）』
東
都
書
籍
三
二
頁
38
同
註
⒄
一
六
頁
39
同
註
37
三
二
頁
40
馬
淵
和
夫
、
稲
垣
泰
一
、
国
東
文
麿
校
注
・
訳
（
二
〇
〇
〇
）『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
儱
今
昔
物
語
集
②
』
小
学
館
一
五
〇
頁
41
同
註
40
二
七
六
頁
42
菊
田
茂
男
（
一
九
七
一
）「
芥
川
龍
之
介
の
歴
史
小
説
の
方
法
（
上
）
│
│
『
運
』
の
成
立
を
中
心
と
し
て
│
│
」『
比
較
文
学
儛
巻
』
日
本
比
較
文
学
会
二
六
頁
43
「
竜
山
寺
の
ご
案
內
」『
艋
䴏
龍
山
寺
』〔http
://w
w
w
.lungshan.org.tw
/jp/index.php
〕（
最
終
閲
覧
日：
二
〇
一
九
年
一
月
二
六
日
）
44
竹
中
信
子
（
二
〇
〇
一
）『
植
民
地
台
湾
の
日
本
女
性
生
活
史
昭
和
篇
〔
下
〕』
田
畑
書
店
三
二
二
頁
（
つ
じ
あ
き
と
し
・
関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
）
金
関
丈
夫
「
龍
山
寺
の
曹
老
人
」
論
四
五
